
H26 農業部門農村環境Ⅱ-2-1 
・環境との調和に配慮した農地、農業水利施設等の設計、施工 
農村における景観配慮の実務マニュ等参照 

１ 、 調 査 の 手 順  

調 査 の 手 順 と し て は 、 基 礎 調 査 、 詳 細 調 査 と 進 め 、 基

本 構 想 と 景 観 配 慮 計 画 を 策 定 し 、 施 設 設 計 へ と 進 め て い

く 、 基 礎 調 査 及 詳 細 調 査 に お け る 手 順 を 以 下 に 示 す 。  

( 1 ) 基 礎 調 査  

① 範 囲 の 設 定 ： 地 域 の ま と ま り を 踏 ま え 、 事 業 を 実 施 す

る 区 域 を 含 む 地 域 を 調 査 対 象 と し て 設 定 す る 。  

② 地 域 景 観 特 性 の 把 握 ： 文 献 や 住 民 ア ン ケ ー ト 等 に よ り

景 観 要 素 等 を 調 査 し 、 地 域 景 観 特 性 を 把 握 す る 。  

( 2 ) 詳 細 調 査  

① 範 囲 の 設 定 と 資 料 の 収 集 ： 整 備 対 象 を 視 対 象 と し て 、

眺 望 で き る 範 囲 ( 可 視 領 域 ）等 を 調 査 対 象 範 囲 と し て 設 定

す る 。  

② 景 観 特 性 の 把 握 ：  

・ 環 境 点 検 （ 現 地 踏 査 ） に よ り 予 定 地 周 辺 の 景 観 要 素 と

デ ザ イ ン コ ー ド を 把 握  

・  特 徴 的 な デ ザ イ ン コ ー ド 等 の 景 観 特 性 を 景 観 特 性 整 理

図 と し て 視 覚 的 に 整 理  

・  整 備 対 象 の 周 辺 景 観 に 及 ぼ す 影 響 を 把 握  

２ 、 調 査 結 果 を 踏 ま え た 施 設 設 計 の 手 順  

整 備 対 象 と 周 辺 景 観 の 造 形 的 調 和 を 図 る た め 、 ① 景 観

配 慮 方 針 に 基 づ き 、デ ザ イ ン コ ー ド 等 を 手 掛 か り と し て 、

空 間 的 な 観 点 か ら 景 観 設 計 を 検 討 す る 、 ② 時 間 的 な 観 点

か ら の 検 討 、 ③ 整 備 対 象 の 規 模 ・ 配 置 、 形 、 色 彩 、 素 材



等 の 景 観 設 計 要 素 に つ い て 、 デ ザ イ ン の 自 由 度 を 明 確 に

し た 検 討 、 の 順 で 進 め て い く 。  

３ 、 配 慮 す べ き 事 項  

( 1 ) 調 査 時  

調 査 の 初 期 段 階 か ら 地 域 住 民 が 参 加 し 、 地 域 住 民 に よ

り 地 域 の 景 観 特 性 の 再 認 識 が 行 わ れ る よ う 促 す と と も に 、

学 識 経 験 者 や 専 門 家 と の 十 分 な 連 携 を 図 り な が ら 調 査 を

進 め て い く こ と が 重 要 で あ る 。  

ま た 、 景 観 に 関 す る 情 報 は 、  

①  気 象 や 季 節 等 、 時 間 的 な 変 化 を 伴 う も の が 多 い こ と 。

②  物 的 情 報 に 人 文 情 報 が 複 合 的 に 絡 ま り 、視 覚 で は と ら

え ら れ な い 意 味 の あ る 空 間 を 形 成 し て い る こ と 。  

③  視 点 と 視 対 象 の 関 係 に よ っ て は 情 報 が 変 化 す る こ と 。

を 常 に 意 識 し て 調 査 を 実 施 す る こ と が 必 要 で あ る 。  

( 2 ) 設 計 時  

基 本 構 想 に お け る 景 観 保 全 目 標 や 景 観 配 慮 区 域 の 方 向

性 を 踏 ま え 、 整 備 対 象 が 地 域 住 民 に ど の よ う に 見 ら れ る

か と い う こ と を 常 に 念 頭 に 置 い て 、 設 計 を 行 う こ と が 重

要 で あ る 。  

ま た 、 設 計 上 工 夫 す る こ と に よ っ て 、 整 備 対 象 に 新 た

な 意 味 付 け を 付 加 し 、 調 和 を 図 る こ と が 可 能 な 場 合 も あ

る こ と に つ い て 留 意 す る 。  

― 以 上 ―  


